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潔
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燃
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問
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を
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熟

拡

大

人

が

年

え

て

い

る

よ

ラ

織
や
山
山
へ
行
っ
た
リ
、
ス
ポ
|
ヴ
で
ニ
れ
は
、
学
校
へ
一
汀
〈
割
前
Y
静
か
ら
る
土
問
の
そ
り
れ
ま
す
の
泌
間
闘
い
な
っ
て
い
る
よ
ヌ
で
ナ
ー
合
一
行
動
ば
か
り
を
と
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と
は
綴
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品
加
え
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山
崎
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と
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分
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休
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の
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絞
め
滋
路
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た
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制
叫
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見
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と
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ま
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と
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な
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縦
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あ
る
こ
と
が
わ
カ
り
ま
す
u

ま
ナ
か
ら
、
そ
の
陰
気
を
利
射
し
、

す

が

、

気

を

つ

け

丈

い

的

が

災

級

模

倣

透

明

暗

で

す

匂

る

よ

5
に
し
ま
し
ょ
う
Q

交
泌
ル

l
ルーや
u
均
す
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あ
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。
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滋
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右
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仲
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滋
ぷ
時
は
持
に
注
苦
し
ま
L
よ
同
地
税
6
5
1
0
メ
l
ト
ん
が
挙
一
泣
き
れ
ル
く
ら
い
ま
で
の
所
で
紋
も
多
〈
発
生
入
午
前
抑
的
お
子
さ
ん
や
小
守
枠
経
学
ふ
ん
切
な
こ
と
で
し
ょ
一
つ
。

う

砲

で

い

ま

す

。

し

て

い

ま

す

a

年
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
お
は
す
な

さ
あ
新
単
問
問

交
通
ル

i
ル
を
守
っ

登
校
を

ス
ク
ー
ル
ゾ
!
ン
ど
い
う
の
を
知
っ

積額歩道重!:t苧を上げて白令色51:滋安全教室主で怒ったととを呼りましょう

嗣
哨
止
州
開
け
る
人
間
に
対
し
、
本
不
定
次
判
明
4
4、
内
問
潟
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っ
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よ
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廿
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れ
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湖
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す
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仁
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付
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滅
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台
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仙
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を
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句
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仏
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懇
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燃
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検
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仏
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台
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す
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受
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て
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に
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す
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仏
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伐
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受
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滋
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司
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伐
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蓄
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ニ

的

9

ぺ

、

昨

/

ミ

、

・

4

聞
い
て
、
八
…
γ
制
的
ん
だ
ろ
匂
つ
』
総
う
で

n月

1
臼
か
り
J

M

出
後
ぷ
さ
札
ま
し
た
。

b

せ
w、J
J
J
V

「

?

を

ふ

(

し
よ
う
。
こ
的
室
内

5季
五

以

上

町

人

口

流

会

長

野

Jμ

主
著
/

判
パ
ボ
巾

J
i
j
j
i
J
菱

化

章

一

言

ざ

す

ま

基

本

会

審

れ

?
j
A
fノ

和

総

糾

蜘

に

い

U

一
一
勢
ー
を
大
寺
く
織
す
お
そ
札
が
あ
り
ま
す
α

品

川

緩

め

絞

め

れ

γ
1

一
そ
二
千
、
戦
浮
あ
る
ル
ル
洋
的
旭
川
岐
を
つ
く

務

崎

明

悶

を

た

く

ス

同

際

人

助

る

つ

得

一

る

た

め

に

三

w
務
総
が
で
冬
ま
し
と
6

い

活

、

緩

め

を

て

一

人

日

が

増

加

す

れ

ば

、

そ

れ

に

と

も

て

生

は

に

滋

綴

し

し
め
で
留
を
裏
一
応
…
な
っ
て
、
滋
路
、
上
干
:
水
中
嶋
崎
公
側
側
、

M
m
c
y
A

カ
や
り
導
改
…
獄
後
な
ど
の
施
録
的
整
織
が
必
繋
と
な

問

問

な

の

察

〈

指

部

一

を

設

け

、

づ

簿

一

一

っ

て

ま

す

寺

中

市

だ

け

の

カ

で

は

り

縫

だ

9月 1白から 1部酸毘

山
市
と
民
間
が
一
体
で

環

境

綬

綴

azv 

議動会。文化犠

楽しい l日を

/お¥
lじ1
I¥， ~l 
iち j
lや j

員事¥，t'

50予6

409-ら

20'% 

50% 

ム
サ
ギ
は
殺
人
綴
役
火
A

設
が
中
止
に
な
か
ら

4
特
設
叉
…
附
一
大
内
場
合
碍

g)

り
ま
し
た
が
、
富
鳩
町
持
続
か
ら
の
老
人
盛
会
場
湖
北
内
中
内
公
開
削

調
社
溺
詞
に
匂
我
孫
平
合
殺
人
グ
ラ
プ
李
総
肴
望
者
は
、
も
よ
り
の
殺
人
ク

巡
合
会
主
催
、
我
訴
手
市
後
M

械
で
‘
次
ラ
プ
会
長
に
申
込
ん
で
下
冬
、

的

行

管

与

な

い

ま

す

。

〈

淡

受

命

老

人

文

化

祭

〉

多
郎
?
に
わ
た
り
級
事
上
げ
、
み
が
き
総
糊
州
問

9
月刊
H
U
H

時
四

ん
げ
た
紛
や
め

rJそ
後
銭
L
て
楽
し
い
鴎
会
機
都
品
人
総
数
セ
ン
タ
ー
(
つ
つ

一
宮
を
漁
ご

t
て

下

さ

い

硲

ヒ

議

)

〈
我
孫
子
市
タ
i
ト
リ
ン
ピ
ッ
ク
火
会
〉
劉
震
莞
会

9
月刊
U

日
9
約
か
ら
a
零時

(
殺
人
運
動
会
)
絵
吋
幽
・
海
道
・
写
真
・
生
け
花
・
そ
め
総

隊
問
時

9
汚
認
註
(
本
)
9時
潤
一
分
緩
淡
楽
大
会

9
月吋
H
B
9持
ず
い
2
6

運i

年
金
相
談
を

ご
終
回
m下
さ
い

時
、
舞
踊
・
歌
・
手
口
融

淳
、
そ
的
地
百

醐
醐
側
滅
的
作
神
棋
大
会

9
月
間
M
9時

か
ら

3
持
a

閣
参
刻
資
格
形
市
内
容
除
的
関
歳
以

上
の
方
。

糊
醐
山
柑
淡
・
出
品
申
司
副
作
為
に
つ
い

て
H
M
9月
刊
日
(
9時
か
ら
花
時
~

じ
つ
つ
じ
骨
粗
に
提
出
し
て
下
さ
い

出
揃
申
ぬ
は
、

9
m円
円
以
毘
ま
で
に

住
所
'
氏
名
ふ
e
鈴
守
山
容
A
川川崎問自を

明
記
町
、
フ
之
、
ハ

MH
キ
小
、
小
附
綴
払
拡

惜
常
務
援
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。
点
品

人
ク
ラ

γ
会
員
に
つ
い
て
は
、
山
m

m州
、
山
削
減
と
も
に
9
同
月

9
8ま
で

に
A

脅
威
へ
ゆ
川
崎
ん
で
下
各
い
。

揺
-
出
請
者
多
数
的
場
設
は
減
殺
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
ぞ
~
い

γ総
下
が

い
6

ま
た
、
当
一
口
u
の
ゑ
食
は
ど
持
勢

下
容
い
6

各
機
年
金
は
、
後
総
凝
伶
の
す
べ
て

を
滋
し
て
い
て
も
繍
求
し
な
付
札
ば
年

余
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
伶
ん
e

情
州
求
す
る
に
し
て
も
、
ど
こ
へ
、
ど

め
よ
、
ー
な
役
柑
酬
を
侵
出
す
る
か
も
わ
か

ら
な
い
し
、
出
回
分
続
身
受
給
制
官
一
件
を
倫

え
て
い
る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
と

い
う
方
が
多
〈
災
後
け
ら
れ
ま
て

そ
こ
で
惑
は
、
毎
月
第
1
・
綴
3
本

線
mu
を
掠
金
判
開
設
日
と
し
て
掛
官
舎
ん
か

ら
の
判
明
札
慨
を
お
伯
仲
再
け
し
ま
す
号
返
品
舶
は

わ
が
線
開
会
M
前
年
余
続
皮
で
は
、
思
索
役
一
助
ぞ
叫
u
h
q
っ
て
い
ま
す
が
、

9
月

民
手
金
を
は
ヒ
め
、
ど
的
制
度
で
も
、
四
日
は
湖
北
台
笈
叫
閉
で
w
wな
い
ま
す
。

老
齢
年
金
(
共
術
師
相
次
日
ぞ
は
淵
刷
機
年
金
}
糊
闘
相
校
内
容
淳
縁
部
会
、
関
民
年
余

念
品
丸
け
る
た
め
に
は
、
初
年
ま
た
は
お
な
ど
各
種
年
金
銭
疫
に
つ
い
て
い
各

年
的
総
加
入
し
て
、
謀
役
耗
を
き
ち
ん
機
年
金
約
務
求
手
続
き
な
ど
@

と
絞
め
て
い
な
け
れ
ば
会
り
ま
せ
ん
。
へ
悶
出
昨
年
金
市
部
)

塁塁現時 9月 8日 〈本) 9: 悌~15 : 00 

霊謹綴員持 滋役所市民側霊長意義

路線単語穏法要書士 午請時・帯電田貴金、森山"キ

守長.!型倒典士‘鶴間違量移

綴随時 10J守6日{本) 9: OO~ 15 : 00 

襲撃議所 市役所前険機議議

隆会星幾苦君主最悪欝士 午前'佐久許ijfi品1事、森山点目立

午後・符ホ淡路

殺害巴ヰ番手話会貴重について総淡に応じますり
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(3) 

今
年
も
山
口
問
時
的
シ
i
X
ン
が
や
っ
て

合
総
角
災
害
に
備
え
る
は
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
各
家
庭
で
ふ
だ
ん
か
ら
の

準
備
が
大
事
℃
す
“

過
去
の
柏
戦
欄
酬
を
時
一
か
し
次
の
こ
と
を

撤
備
し
ま

L
ょ
う
¢

ヘ
ふ
だ
ん
の
準
備
問
)

。
家
的
ま
わ
り
の
緩
や
下
水
内
総
れ
を

よ
く
し
て
お
〈
。

。
後
関
叫
に
備
え
て
、
へ
い
を
織
強
し
て

お
く
a

。
引
載
機
場
所
と
滋
閣
を
確
認
し
て
お
く

ぷ
綴
酬
が
近
づ
い
た
ら
〉

母勢、診

ん

十

的

政

1976. 9. 1 

櫨藤縄議室
才同ブン

一一
決
議
令
絡
闘
を
め
す
た
め
丹
基
本
は

綴
殺
で
み
9

。

市
民
精
談
室
に
9
月
か
ら
健
悦
明
州
制
総

肢
が
設
け
り
れ
る
こ
と
は
令
り
ま
し
た
G

相
談
日
は
悠
月
第
1

・3
恥
此
叩
明
白
で
帝

時
間
開
は

9
時
か
ら
ぬ
時
ま
で
と
M
N

時
か

ら
鵠
帥
吋
家
ぞ
ぞ
す
@

心
哨
丹
後
納
時
間
冊
が
同
畑
践
を
受
け
ま
す
鎗

ん
の
準
鏑

一

ぶ
ち
あ
が
っ
た
人
が
い
ま
す
。
す
る
た
が
静
総
各
ん
の
心
は
括
れ
動
き
、
す
れ
ば
総
け
に
薬
品
蹴
は
起
き
な
い
い
と

前
向
門
的
下
ヶ
戸
に
生
む
伊
務
さ
ん
が
砕
し
寸
も
お
放
を
無
く

T
Eに
役
立
い
う
鋭
い
伐
念
争
持
ち
、
気
を
つ
け
な

ぞ
の
人
己
決
域
県
の
生
ま
れ
で
‘
竹
村
年
て
ば
ど
良
企
で
交
通
指
相
場
奥
に
な
き
い
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
ス
ピ

i
ド
め
山
州

総
に
祭
持
へ
移
っ
て
き
ま
し
白
。
と
を
思
い
つ
き
ま
し
た
e

し
す
ぎ
と
、
い
ね
む
り
滋
抗
戦
々
と
縫
っ

そ
め
こ
ろ
は
交
滅
綴
J
u
h
y会
〈
等
放
今
で
は
安
食
柑
納
品
慌
の
絵
省
融
市
と
な
っ
て
い
ま
す
必

な
ど
は
ど
ん
ど
抑
制
ら
な
か
っ
た
の
で
す
で
い
ま
ナ
が
、
持
部
品
別
と
い
え
ば
ま
だ
事
索
、
務
総
務
ん
は
免
許
を
取
っ
て

が
、
年
令
淡
ー
ご
と
に
車
内
量
は
埼
え
公
合
協
会
も
綴
織
さ
れ
て
い
な
い
ζ

ろ
的
年
余
り
祭
事
故
で
察
知
事
表
彰
を
皇

亡
き
て
数
年
後
に
辻
持
伊
藤
さ
ん
の
伶
ん
で
、
内
日
分
的
車
を
白
と
岡
市
の
ツ

iLa
ン
附
附
A
M
け
て
い
ま
す
。

で
い
る
近
〈
で
1
年
時
間
に
知
人
以
上
的
カ
ラ
ー
に
塗
り
替
及
、
級
感
級
会
総
ワ
吋
叫
刊
誌
町
子
に
仲
間
む
よ
う
じ
な
っ
て
か

人
が
犠
牲
に
な
っ
た
都
も
あ
り
ま
し
た
。
街
議
へ
出
る
毎
日
が
続
い
た
の
で
す
@
ら
多
勢
同
人
た
九
じ
お
飲
料
輸
は
な
っ
た
a

こ
内
務
協
な
事
叫
肌
令
尽
的
議
た
り
に
閉
館
時
名
ん
は
吋
単
は
秘
窓
深
く
迷
転
今
夜
は
私
が
般
的
中
の
た
め
に
つ
く
す

局員
可制V

夢
は

議
事
故
邸
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下
ケ
戸
・
預
躍

老
い
の
枚
h
M
抑
制
緩
い
日
開
た
%
訪
ね
来
て
近
く
の

1
1
f

ず

l
ル
に
機
み
い
で
市
〈
同
部
田
光
↓
…
附
叩

J

制
時
〆

か
的
…

ω実
際
は
わ
が
手
を
と
り
た
り
矢
口
、
&
刊
¥

炎
に
押
山
口
て
出
で
山
市
し
袋
内
九
校
々
木
フ
ミ
子

き
は
き
立
と
試
耽
き
わ
た
寺
総
本
々
の
設
に

返
さ
と
は
る
渡
的
タ
光
志
水
仁
間
町

全
校
か
お
め
み
滋
に
院
へ
た
り
山
中
旬
め
く

域
い
い
絞
り
し
ロ
ロ
し
の
び
て
足
立
い
ね

け
ヴ
ヲ
}
い
子
旬
、
と
薬
品
ι

む
つ
か
め
間
と
ア
ン

セ
リ

l
ム
の
花
を
同
見
て
ゐ
る
お

M

法

子

(
詳
一
一
世
自
白
内
総
h

り
は
的
げ
れ
の
竿
紛
J
v
h

問
芯
わ
せ

る
に
十
分
で
、
料
相
い
人
h
q
h
こ
う
辻
言
わ
な
い
D

一
役
災
、
総
内
紛
糾
問
昧
を
採
る
。
三
役
悶
師
、
単
純

主
総
み
ぶ
り
だ
が
悠
じ
が
あ
る
q

批
判
九
時
は
剤
一
に
は

て
い
る
。

敏
郎
措
に
銃
は
い
ら
ぬ
湾
内
俊

り

本
内
線
的
余
一
昔
例
措
時
つ
づ
く

文芸だ

向
ω
門
緩
や
般
市
持
に
占
向
く
咲
か
せ
件
は
む
す一、
勾党ぺ

向
五百

Z 
ニF

森夏
国的

業る
義

(63声量)

愛5

さ

ん

番
で
す
a

「
あ
ま
り
、
ま
わ
り
の
人
に

日
め
ら
れ
た
り
す
ゐ
と
総
れ
く
さ
い
か

ら
‘
続
か
に
総
滋
に
や
っ
て
い
た
い
L

と
織
機
な
誉
議
が
い
杭
き
ま
す
P

伊
柑
開
発
L

ん
町
一
生
活
辻
車
と
絡
が
柵
怖
く
、

約
争
中
も
鈎
滋
ト
ラ
7

ク
一
秒
後
一
戦
し
、

今
も
趣
味
は
単
に
殺
る
こ
ξ
今

終
判
淵
予
附
刷
明
開
で
初
め
と
外
協
裂
の
オ

ー
ト
バ
イ
に
駒
市
勺
て
い
た
の
も
伊
藤
さ

，A
だ
そ
牛
7
r
z

仕
事
も
怠
子
さ
ん
が
継
い
や
h

く
れ
品
た

の
で
寸
体
内
総
く
絞
り
が
ん
ば
る
L

e

c

、

今
日
も
ま
た
、
後
合
前
閥
会
的
制
服
に
島
司

令
か
た
め
市
山
内
を
ふ
躍
り
ま
わ
る

1
日
が

仏
側
ま
り
ま
す
。

洋

ilま

あなたの作品をお待ちし家寸

嶋

本

議い夏

作業綴の1'1主汗びつ

より a

も、 1 Bも阜〈エ

を完成主牧るため、

でいる禄燃はあ

14号



不用品一一一っ

し交換コーナー

譲ります

*lE霊室ミシン *ベビーベッド

ホ冷総露軍(170e， 106e)然

科で主悲しあげます会*コンビラ

ッヲ*サ-'))レベッド*応援F署

3"託セット 1"手間使用*こ段ベ

yド*:;-舎4車ケース〈業務用)

府食卓用イス4!曙*幼児F関商議事

譲事イス*平野生周木際空義務主1¥*セ

ミダブルベッド以上lfii議長向上決

定u

諮って下さい

キt華人F語賓転車草場務署ネ子供F草食
卓イス*霊霊祭オルガン*流し台

本ポータブルミシン*ジニェーサ

ーミキサー

1懲仁詩ミ (82)1151内線281

鑓人住宅
建設資金融資

図書量付調書問 9臼まで珍

監事総資を盛けられる縫鈴

(l;)をて長部分内r1ijlij!晶カ 120m' 

150m'ιu勺c

121住宅部分とお総または事務所存

を併せて主義殺する埼玉子法、 t主主話

すグラ Il' í話?誌が濯物全体的r;，~1色訟の

よ;y，iニ。

するもめで弔問居するそ子絞め登務

貨がある

(2)土地的機備がて'きている方。

(31殺人法準以上町il絞がある方G

(4))菜室主人がある方。

(初日本隠絡のある1f。

臨週明j率 年 1.59五

襲護返済方法 犯利均等努}j主}"'Q

くわ Lいよとは、 f:E議会話主公壕

衛関東支所;ヲ在京都新綴I圧水道国I

zf番 1T配L03(260)苦211

活教笈J に
どうぞ

関チーマ f獲物笑芸誌の手入れJ

綴 9月 6ff午前10時から12泰寺〈捻

ぢ否定E事長落合;可庁舎)

監事申込先 牧戸治資生ンター
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